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宮城県内外の
生活支援コーディネーターと
協議体の取り組みを発信
村田町で約50年の歴史を誇るジャズのビッグバンド「ワゲスターズ」で活動する生活支援コーディネーター加藤千穗さん（左から3人目）

令和４年度 
宮城県生活支援コーディネーター養成研修の体系（概略）
　本年度の宮城県生活支援コーディネーター養成研修課程は、「地域づくり推進コース」及び「現状分
析・課題解決コース」（各３回）を設け、２月に「全体研修」を開催します。新型コロナウイルスの感染状況
によって、会場での対面研修からオンライン開催に変更の可能性があります。開催時間はすべて10:00～
16:00です。

【地域づくり推進コース（基本コース）】
対象：生活支援コーディネーター、初任の行政担当者、住民等

■基礎研修
　日時：8月18日（木）
　会場：Zoomを活用したオンライン
■実践研修Ⅰ
　日時：9月15日（木）
　会場：仙台国際センター（仙台市青葉区青葉山無番地）
■実践研修Ⅱ
　日時：10月28日（金）
　会場：東京エレクトロンホール宮城（仙台市青葉区国分町3丁目3-7）

日時：2月27日（月）
会場：フォレスト仙台（仙台市青葉区柏木1-2-45）

【全体研修】〈地域包括ケアの推進と地域支え合いの在り方〉
対象：関心のある方はどなたでもご参加いただけます

【現状分析・課題解決コース（実践コース）】
対象：行政担当者、中堅の生活支援コーディネーター等

■基礎研修
　日時：8月29日（月）
　会場：Zoomを活用したオンライン
■実践研修Ⅰ
　日時：9月30日（金）
　会場：仙台国際センター
■実践研修Ⅱ
　日時：11月4日（金）
　会場：仙台国際センター



　「
外
出
や
交
流
を
我
慢
す
る
人
た
ち
に
、

『
コ
ロ
ナ
禍
で
も
こ
ん
な
暮
ら
し
方
が
あ

る
、楽
し
く
過
ご
す
の
を
諦
め
な
い
で
』と
、

と
に
か
く
早
く
伝
え
た
か
っ
た
」

　
こ
う
話
す
の
は
、村
田
町
社
会
福
祉
協
議

会
の
生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
加
藤

千
穂
さ
ん
。

　
町
社
協
に
入
職
し
、コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

の
任
に
就
い
た
の
は
２
０
２
１
年
４
月
。

ち
ょ
う
ど
コ
ロ
ナ
感
染
の
第
４
波
で
、宮
城

県
に
も
「
ま
ん
延
防
止
等
重
点
措
置
」
が
適

用
さ
れ
た
時
期
と
重
な
る
。住
民
の
様
子
を

知
ろ
う
に
も
、サ
ロ
ン
や
サ
ー
ク
ル
な
ど
の

地
域
活
動
は
軒
並
み
休
止
。戸
別
訪
問
も
で

き
な
い
。

　
そ
こ
で
、ま
ち
歩
き
を
始
め
る
。

　「
散
歩
す
る
人
、
畑
に
い
る
人
…
歩
き
回

れ
ば
誰
か
に
行
き
会
い
ま
す
。声
を
か
け

て
、話
を
聞
き
ま
し
た
」

　
コ
ロ
ナ
禍
の
暮
ら
し
ぶ
り
、楽
し
み
に
し

て
い
る
こ
と
な
ど
を
尋
ね
る
。さ
ま
ざ
ま
な

答
え
が
返
っ
て
き
た
。山
菜
採
り
、
庭
い
じ

り
、畑
仕
事
、小
物
づ
く
り
、短
歌
・
俳
句
、

カ
メ
ラ
散
歩
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
、
ご
く
親
し

い
人
同
士
の
お
茶
飲
み
や
お
し
ゃ
べ
り
、井

戸
端
会
議
、ペ
ッ
ト
を
飼
う
、な
ど
な
ど
。コ

ロ
ナ
収
束
後
に
し
た
い
こ
と
を
聞
く
と
、温

泉
旅
行
、
寄
席
通
い
、
デ
パ
ー
ト
巡
り
の
ほ

か
、「
マ
ス
ク
な
し
で
大
声
で
笑
い
た
い
」の

回
答
も
。

　
20
人
ほ
ど
に
話
を
聞
い
た
と
こ
ろ
で
、そ

の
内
容
を「
突
撃
！
　
み
ん
な
の
お
う
ち
時

間
」と
題
し
た
記
事
に
ま
と
め
、
同
年
６
月

発
行
の
生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
情

報
誌
「
か
と
ち
ゃ
ん
通
信
」
創
刊
号
に
掲
載

し
た
。

　
記
事
の
な
か
で
加
藤
さ
ん
は
、コ
ロ
ナ
禍

で
も
気
持
ち
を
明
る
く
保
つ
コ
ツ
を
つ
か

ん
で
ほ
し
い
と
い
う
意
図
を
説
明
し
た
う

え
で
、次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

　「
畑
や
お
庭
で
作
業
し
て
い
る
方
の
姿
が

多
く
見
ら
れ
ま
し
た
。声
を
か
け
る
と
『
や

る
こ
と
が
い
っ
ぱ
い
あ
る
よ
』
と
い
う
方

も
。村
田
町
の
場
合『
畑
や
お
庭
が
あ
る
』と

い
う
環
境
は
一
つ
の
資
源
に
な
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
」

コ
ロ
ナ
に
負
け
な
い
情
報
発
信

【むらたまち】人口１万0338人、4089世帯、高齢化率37.2％（2022年６月末）。町域は21行政区
で構成、学区は小・中学校とも２校区だが、生活支援体制整備事業の圏域設定は第１層のみで
第２層はない。生活支援コーディネーターは町社会福祉協議会に２人配置。協議体は、住民代表
など約20人が参加する「支え合い会議」を年１～３回程度開催。事務局は同事業を所管する町
健康福祉課。同課と町社協は月１回、定例会合を開き、同事業の方向性などを検討、調整する。

増やせ「元気ロード」歩む人

加藤千穂さん

村田町

生活支援コーディネーターに聞く

まちづくりの

今
村田町
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村田町

　
情
報
誌
は
Ａ
４
判
１
枚
の
表
裏
２
ペ
ー

ジ
構
成
で
、
カ
ラ
ー
印
刷
。２
〜
３
か
月
に

１
回
程
度
発
行
し
、
全
戸
配
布
す
る
。２
０

２
２
年
７
月
時
点
で
第
５
号
ま
で
出
し
た
。

　
第
３
、
４
号（
21
年
11
月
、
22
年
３
月
発

行
）で
は
、
連
続
で
移
動
販
売
の
特
集
記
事

を
組
ん
で
い
る
。ど
の
販
売
車
が
何
時
ご

ろ
、ど
こ
に
停
車
す
る
か
が
一
目
で
わ
か
る

時
刻
表
を
つ
く
っ
て
掲
載
。こ
れ
が「
便
利
」

「
わ
か
り
や
す
い
」と
反
響
を
呼
ぶ
。

　
特
集
に
連
動
し
て
加
藤
さ
ん
は
、買
い
も

の
弱
者
が
多
い
地
域
の
実
態
把
握
を
進
め

た
。そ
の
成
果
に
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
か
ら
の
情
報
も
加
味
し
、販
売
事
業
者

に
対
し
て
新
た
な
停
車
場
所
を
提
案
。今
年

７
月
ま
で
に
２
か
所
増
や
す
こ
と
に
成
功

し
て
い
る
。

　
こ
の
ほ
か
情
報
誌
で
は
、「
村
田
暮
ら
し

の
生
活
の
知
恵
」と
し
て
、
干
し
柿
づ
く
り

な
ど
の
名
人
を
紹
介
。ま
た
、「
地
域
で
見
つ

け
た
笑
顔
の
お
す
そ
分
け
特
集
」で
は
、
路

肩
や
農
地
で
作
業
す
る
人
た
ち
が
、休
憩
中

に
お
し
ゃ
べ
り
の
花
を
咲
か
せ
る
様
子
を

写
真
入
り
で
載
せ
た
。

　
さ
ら
に
、「
元
気
の
秘
け
つ
」「
人
生
を
楽

し
む
秘
け
つ
」な
ど
を
テ
ー
マ
と
す
る
高
齢

者
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
記
事
、「
知
る
人
ぞ

知
る
！
　
町
の
趣
味
活
動
」
と
銘
打
っ
た

サ
ー
ク
ル
特
集
、「
日
々
の
暮
ら
し
の

ち
ょ
っ
と
し
た
変
化
」と
題
す
る
コ
ロ
ナ
下

の
工
夫
―
―
た
と
え
ば
散
歩
と
公
園
で
の

お
し
ゃ
べ
り
を
組
み
合
わ
せ
た
健
康
づ
く

り
―
―
の
紹
介
も
行
っ
て
い
る
。

　か　  とう       ち　　ほ

生活支援コーディネーターの加藤千穂さん（村田町社協事務所で）
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ポ
ッ
プ
で
カ
ラ
フ
ル
な
誌
面
デ
ザ
イ
ン
、

住
民
生
活
に
寄
り
添
う
記
事
、
簡
潔
で
わ

か
り
や
す
い
文
章
。
こ
れ
ら
が
相
ま
っ
て
、

特
技
持
つ
人
の
活
躍
の
場
構
想

利

生活支援コーディネーターに聞く

まちづくりの

今
村田町

15

パン工房でのピザづくりの様子を取材する工藤さん（中央奥）

かとちゃん通信第５号「笑顔のおすそわけ特
集」に掲載された「たけお会」。高齢男性たち
が環境整備作業の合間、和やかに一服
（写真提供：加藤千穂さん）

「
村
田
暮
ら
し
」
の
知
恵
や
ラ
イ
フ
ス
タ
イ

ル
に
関
す
る
地
域
情
報
誌
の
様
相
を
呈

し
、
高
齢
者
か
ら
子
育
て
世
代
ま
で
幅
広

い
層
に
読
ま
れ
て
い
る
。

　
取
材
・
発
行
を
重
ね
る
ご
と
に
加
藤
さ

ん
の
知
名
度
は
上
昇
。
生
活
支
援
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
よ
り
、
む
し
ろ
「
か
と
ち
ゃ

ん
通
信
の
人
」
と
し
て
知
ら
れ
る
。

　
取
材
は
ま
さ
に
体
当
た
り
。
ど
こ
か
へ

出
向
く
道
す
が
ら
、
人
が
集
ま
っ
て
い
る
の

を
見
か
け
れ
ば
声
を
か
け
、
話
を
す
る
。

「
取
材
を
」
「
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
」
と
言
え

ば
恥
ず
か
し
が
っ
て
遠
慮
す
る
住
民
が
多

い
が
、
畑
仕
事
・
山
菜
採
り
・
郷
土
料
理
・

音
楽
・
そ
の
ほ
か
何
で
も
相
手
の
特
技
を

見
つ
け
、
教
え
て
と
頼
め
ば
オ
ー
ケ
ー
が

出
や
す
い
。
聞
き
取
っ
た
話
を
原
稿
に
し
、

「
こ
ん
な
形
で
記
事
に
し
た
い
」
と
相
手
に

見
せ
る
。
ま
ず
断
ら
れ
な
い
と
い
う
。

　
加
藤
さ
ん
が
得
意
と
す
る
ク
ラ
リ
ネ
ッ

ト
演
奏
を
て
こ
に
、
サ
ロ
ン
や
サ
ー
ク
ル
に

入
り
込
む
こ
と
も
し
ば
し
ば
だ
。
そ
れ
が

き
っ
か
け
で
、
町
で
50
年
近
い
歴
史
を
誇

る
ジ
ャ
ズ
の
ビ
ッ
グ
バ
ン
ド
「
ワ
ゲ
ス
タ
ー

ズ
」
の
メ
ン
バ
ー
に
も
な
っ
て
い
る
（
ア
ル

ト
サ
ッ
ク
ス
を
担
当
、
表
紙
写
真
）

　
多
彩
な
活
動
を
展
開
す
る
加
藤
さ
ん
だ

が
、
目
指
す
と
こ
ろ
は
あ
く
ま
で
も
、
暮
ら

し
や
す
い
地
域
づ
く
り
や
健
康
づ
く
り
の

あ
と
押
し
。
本
人
の
言
葉
を
借
り
れ
ば
、

「
元
気
ロ
ー
ド
を
歩
む
人
を
増
や
す
こ
と
」

　
元
気
ロ
ー
ド
に
関
し
て
は
、
創
刊
号
に

手
描
き
の
イ
ラ
ス
ト
入
り
で
解
説
記
事
を

載
せ
て
い
る
。
「
役
割
が
あ
る
」
「
や
り
た

い
こ
と
が
あ
る
」
「
人
と
話
す
、
笑
い
合

う
」
「
趣
味
が
あ
る
、
楽
し
み
が
あ
る
」
な

ど
が
元
気
ロ
ー
ド
の
道
す
じ
だ
。

　
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
役
割
に
つ
い
て

は
、
次
の
よ
う
に
書
い
た
。

　
「
暮
ら
し
や
す
い
地
域
づ
く
り
を
す
る

の
が
仕
事
で
す
！
　
地
域
の
み
な
さ
ん
が

ず
ー
っ
と
『
自
分
ら
し
く
』
暮
ら
し
て
い
け

る
村
田
町
に
す
る
た
め
に
活
動
し
て
い
き

ま
す
！
」

　
誰
も
が
自
分
ら
し
い
元
気
ロ
ー
ド
を
見

つ
け
ら
れ
る
よ
う
、
加
藤
さ
ん
は
「
多
様
な

選
択
肢
を
提
示
し
た
い
」
と
意
気
込
む
。

情
報
誌
は
そ
の
た
め
の
手
段
で
、
現
に
元

気
ロ
ー
ド
を
歩
む
人
を
取
材
し
て
紹
介
し

た
り
、
既
存
の
集
い
の
場
や
各
種
サ
ー
ク

ル
活
動
の
情
報
を
発
信
し
続
け
る
。

　
ち
な
み
に
、
ワ
ゲ
ス
タ
ー
ズ
の
メ
ン
バ
ー

の
大
半
は
高
齢
男
性
で
、
「
素
敵
に
元
気

ロ
ー
ド
を
歩
む
お
手
本
」
と
の
こ
と
。

　
取
材
な
ど
の
過
程
で
、
何
ら
か
の
特
技

や
専
門
的
な
知
識
・
経
験
を
持
つ
人
が
多

く
見
つ
か
る
。
将
来
、
そ
の
人
た
ち
を
講
師

に
住
民
向
け
ミ
ニ
講
座
を
開
講
、
活
躍
の

場
と
集
い
の
場
づ
く
り
に
つ
な
げ
る
と
い
っ

た
構
想
も
描
く
。

　
加
藤
さ
ん
は
秋
田
県
由
利
本
荘
市
生
ま

れ
、
仙
台
市
育
ち
、
村
田
町
在
住
の
32
歳
。

社
会
福
祉
士
。
横
浜
市
の
地
域
活
動
交
流

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
、
同
町
の
地
域
お
こ
し

協
力
隊
な
ど
を
経
て
現
職
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
や
、
生
活
支
援
サ

ポ
ー
タ
ー
制
度
「
地
域
お
助
け
隊
」
（
有
償

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）
の
事
務
局
も
兼
務
す
る
。

モ
ッ
ト
ー
は
「
心
の
赴
く
ま
ま
に
」
。
仕
事

も
私
生
活
も
自
分
の
感
性
と
の
調
和
を
大

事
に
し
て
き
た
。

　
「
だ
か
ら
、
村
田
で
の
暮
ら
し
も
、
い
ま

の
仕
事
も
、
大
好
き
」

　
好
き
と
言
え
る
生
き
方
こ
そ
、
究
極
の

元
気
ロ
ー
ド
。
自
ら
率
先
し
て
歩
ん
で
行

く
。

かとちゃん通信創刊号（１面）。手描きの
イラスト付きで「元気ロード」の解説を掲
載した。世代を問わず関心を引く
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〈7月6日〉

〈7月19日〉

住み慣れた地域で暮らし続けるためのお宝探し情報紙

バックナンバーがホームページで読めます   http://www.clc-japan.com/sasaeai_m/

宮城県地域支え合い・
生活支援推進連絡会議事務局
（宮城県社会福祉協議会）
〈2022年4～7月期〉

令和４年度生活支援体制整備事業市町村担当者向け説明会を開催
　生活支援体制整備事業の目的や宮城県にお
ける事業を改めて確認し、多様な主体が参画
した地域の支え合いづくりが推進されること
を目的に、市町村担当者を対象としたオンラ
イン説明会を7月6日（水）に実施しました
（主催：宮城県、宮城県地域支え合い・生活
支援推進連絡会議事務局）。30市町村より52
人の参加がありました。
　はじめに、県保健福祉部長寿社会政策課地
域包括ケア推進班より、高齢者をめぐる現状
と、地域包括ケアシステムを具体化するため
の第8期みやぎ高齢者元気プランについて説
明があり、厚生労働省による市町村伴走型支
援モデル事業に関する情報提供を行いまし
た。
　次に、県地域支え合い・生活支援推進連絡
会議事務局が行う市町村等への訪問やアドバ
イザー派遣（通年）、情報交換会（11～12月
予定）について事業説明を行いました。なか
でも、市町村等からの依頼に基づき同連絡会
議会員を派遣する「アドバイザー派遣」は、
協議体や専門職対象の研修会での講演、庁舎
内研修会での講義、関係者間打ち合わせでの

助言などに活用されていることを紹介。本年
度より、市町村が窓口となり、エントリー
シートによって事務局へ派遣依頼する方法に
変更となったことを説明しました（図）。
　続いて、CLCより、本年度の生活支援コー
ディネーター養成研修の体系およびWEB版情
報紙の発行について紹介し、研修申込につい
ても市町村が参加希望者をとりまとめて事務
局へ一括で申し込む方法に変更になったこと
を説明しました。

鳴子地域支え合い推進会議を開催
　大崎市の鳴子地域づくり委員会は、２層協議体として
「鳴子地域支え合い推進会議」を7月19日（火）に開催しま
した。セブンイレブンジャパン、日本郵便、鳴子公民館、
大崎市社協鳴子支所、大崎市市民福祉課、大崎市社会福祉
課など19人が出席。今年度メンバー交代があったことか
ら、改めて生活支援体制整備事業の基礎知識を学び、関係
団体との連携を図ることを目的に開かれました。
　はじめに東北福祉大学教授の高橋誠一さんが講演し、
「地域での安心した暮らしには、制度と地域のつながりの
両方が必要」と解説。介護保険のサービスでは提供できな
い、人と人のつながりや、支え合いの大切さを再認識し、
自分たち流で楽しむことでお互いさまの気持ちが育まれる
と話しました。
　そのうえで、協議体メンバーが自らの取り組みを紹介。
鳴子地域づくり委員会からは「地域内企業との連携や、住

民が集う居場所づくりに力を入れていきたい」という話が
あり、セブンイレブンや日本郵便からは見守り支援の取り
組みが情報共有されました。また、大崎市社会福祉課か
ら、住民が気軽に集う居場所の事例紹介があり、「居場所
づくりをサポートしていきたい」とのお話がありました。
　それらを受けて、講師のさわやか福祉財団インストラク
ターの渡辺典子さんが、住民自身が役割をもって活動す
ることをサポートする、大河原町の「ほっとあい」の活動
を紹介。「見守りとは、日常的な自然な関わりの中でお互
いが気遣い合うこと。地域の交流の場や居場所から、仲間
としての共感が生まれ助け合いが生まれている」と話しま
した。まとめとして、高橋さんが「地元企業を含む社会資
源が生活圏域の中にたくさんあることで、生活がしやす
く、地域のつながりがより強くなる。地域に合わせた展開
をしていくためには、協議体のような話し合いの場を積み
重ねていくことが重要」と総括しました。

アドバイザー派遣申し込みフローチャート

委託先企画案件 市町村企画案件市町村から事務局へ
アドバイザー派遣依頼

市町村から事務局へ
エントリーシート提出

アドバイザーを派遣

【委託先企画案件】
エントリーシートの内容を委託先に
確認し，市町村が取りまとめ作成
（一部記載依頼可）

【市町村企画案件】
エントリーシートの作成

企画元である
委託先と詳細
の調整

市町村と
詳細の調整

・連絡会議，宮城県との共有
・アドバイザーとの連絡調整
・依頼文等の提出 etc…

支え合い事務局


